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老年学との出会い

➢高齢者ではない私が、学生に「高齢者とはこのよう人たち」と

教えることに違和感

➢もっと高齢者のことについて学びたい！

➢桜美林大学大学院との出会い



楽しかった修士

➢2012年に入学

➢よく学び、よくゼミに参加し、よく飲みました。



「熱中症」をテーマにしたのは…。

➢修士１年目の夏に父親が亡くなったことが切っ掛けだった。

➢亡くなる数年前から夏に入退院を繰り返していた。

➢高齢者（特に脆弱な高齢者）は夏を越すことが想像以上に困難なこと

なのでは？

➢身体的な要因だけではない他の要因も関係しているのでは？



日本の夏＝熱中症という時代

統計開始以降の熱中症の救急搬送人員数
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総務省：令和7年（５月～９月）の熱中症による救急搬送状況，2025年10月29日．

https://www.fdma.go.jp/disaster/heatstroke/items/r7/heatstroke_nenpou_r7.pdf（2025年11月25日取得）
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研究テーマは「高齢者の熱中症」

➢修士

「熱中症を発症した高齢者の体験プロセス分析」

➢博士

「高齢者の熱中症リスクアセスメントツールの開発」



修士論文

コアカテゴリー

【気づかないうちにゆっくり進む熱中症 】

日常生活中に暑熱環境に一定時間以上さらされ、
本人が気づかないうちにゆっくりと進み、時間が
経ってから症状が急激に出現している状態

高齢者だけに認識させることは限界がある

高齢者の周囲の人たちが早期に気づいて適切な受
療行動につなげることが必要太田淳子、田村喜章、長田久雄（2015）：熱中症を発症

した高齢者の体験プロセス分析．応用老年学、 9 （1 ）、
19-30．
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修士の課題が博士論文へ

地域在住高齢者の家族や普段から気にかけてくれる
周囲の人たちが当該高齢者の熱中症のリスクを評価
することができれば…。

積極的な予防行動または対処行動に
つなげることが可能となり熱中症の発症、
重症化回避に寄与することができる。

地域在住高齢者の家族など身近な周囲の人たちが活用
できる高齢者の熱中症リスクアセスメントツールはない。

しかし
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研究デザイン 【研究１】

高齢者の熱中症リスクアセスメントツール
の開発

－質問項目の内容妥当性と原案作成－

【研究２】

高齢者の熱中症リスクアセスメントツール

の質問項目における信頼性の検討

【研究3】

高齢者の熱中症リスクアセスメントツール

による熱中症リスクの評価

－地域在住高齢者の横断調査から－

太田淳子、渡辺修一郎（2025）：高齢者の

熱中症リスク アセスメントツールの質問項目にお

ける信頼性の検討．日本健康医学会雑誌、34 

（ 2 ） 、133-138．

太田淳子、渡辺修一郎（2024）：高齢者の
熱中症リスクアセスメントツールの開発
—質問項目の原案作成—．日本健康医学会
雑誌、33 （ 2 ） 、215-223．

投稿中



高齢者の熱中症リスク
アセスメントツール

太田淳子、渡辺修一郎（2025）：高齢者の熱中症リスク

アセスメントツールの質問項目における信頼性の検討．

日本健康医学会雑誌、34 （ 2 ） 、133-138．



課題と今後の研究

➢高齢者の熱中症リスクアセスメントツールは、地域在住高齢者の熱中症の

発症を防ぐためのPDCAサイクルの前段階として位置づけられる。

➢専門家ではない人々が当該高齢者の熱中症リスク評価結果に基づいて、

予防行動または対処行動のPDCAサイクルを回していくためには、高齢者の

熱中症に対する知識を獲得する必要がある。

➢高齢者の熱中症リスクアセスメントツールに基づいた熱中症予防対策

テキストを作成し、一人ひとりの熱中症リスクに適した知識の獲得が必要で

あると考えられる。

広く使ってもらうためには
どうすればいいのだろう？



なぜ熱中症の研究を続けて来たのか

➢私の代名詞になった

➢先輩方からの励まし

➢老年学の先生方と仲間たちに支えられた



2100年の夏のある日の最高気温は⁈

日経XTECホームページ
https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/01390/00003/

（2025年11月13日取得）



熱中症の研究はまだまだ始まったばかり⁈

➢老年学は、当事者学になりつつあるけれど…。

➢日本の夏はまだまだ暑くなりそう（汗）

➢ライフワークとして取り組んでいきたい！

➢夏になったら思い出してくださいね。
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